
デジタルと専門分野の掛け合わせによる
産業ＤＸをけん引する高度専門人材育成事業

事業目的

事業内容

令和3年度補正予算額 46億円

デジタル社会への環境変化に対応した資質・能力を涵養するため、ＤＸ教育設備を活用した教育カリキュラム開発や実験・実習の高度化など、デジタル×専門
分野の教育を進め、日本の産業のデジタル化・高付加価値化をけん引する高度専門人材育成を加速。

多くの産業分野でデジタル化などの環境変化が進む中で、専門分野の知識・技能と世界標準のデジタルマインド・スキルを併せ持つ人材育
成が急務。大学等で、DX設備等の教育環境を整備することにより、専門分野においてデジタル技術・データ分析等を実践する実験・実習カリ
キュラムを高度化し、デジタル化が進む産業分野をけん引する高度専門人材の育成を図る（定額補助）。

＜整備方針＞
大学等が最新のＤＸ教育設備を活用して、専門分野特有のデータ収集、データ理解、関係性の読み取りを実践するなど、「デジタル×専門分野」の教育プログラ
ムを進めるにあたり、取組の基盤となる環境を整備。
＜対象＞
実社会のデジタル化が急速に進む科学技術分野を中心に、産業界とも連携して「デジタル×専門分野」の教育プログラムを進める大学・短期大学・高等専門学校

活動目標
多くの産業分野で技術革新等による社会変革が進む中、社会変革に対応したカリキュラムの高度化を進めることで、デジタル化が進む産業分野や今後進むと予
想される分野をけん引する高度専門人材が育成・輩出され、様々な産業分野において、 IoT導入などによるデジタル化の更なる加速を支え、ひいてはＤＸ時代
の日本経済成長を担う科学技術分野の人材育成を推進。

大学等における具体的な取組例
DX教育設備を活用して、データを取り扱う基礎知識や専門分野のデータ特性等を理解した実践的な実験・実習カリキュラムを開発・実施。

（例１）デジタル×農業
客観的なデータを活用し、農業生産のための経営
力・６次産業化を加速させるカリキュラムの開発・
実施。

（例２）デジタル×工業
金属など素形材産業におけるIoT(Internet of
Things)導入に対応した製品開発実習の開発・
実施。

（例３）デジタル×建築
アナログで行われている設計等の各工程をシミュ
レーター等を活用した体系的な実験・実習として
開発・実施。

（例４）デジタル×農業×建築
国内の木材生産から加工建築までの川上川下一
貫したグリーン建築実習等の開発・実施。


